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１．問題意識と研究目的                   
新卒大学生の求人倍率が 1.78 倍(リクルートワークス研究所、2017)と大幅に上昇し




















おける自己効力感については、Hackett& Betz（1981）を端緒にして、Taylor & Betz(1983)
による進路選択自己効力感(CDMSE)という概念と 50 項目より構成される尺度開発さ
れた。この尺度は現在でも、進路選択自己効力感尺度の基本となっている。その後、




























































































仮説 2 ソーシャルスキルは進路選択自己効力感に正の影響を与える。  
  




















大きな影響を及ぼす進路選択能力についても示唆している。CDMSE の 5 領域は職業成




































３．１   調査方法・対象・サンプル数  
 本研究の調査は、2017 年７月に実施した。調査対象者は、キャリア開発に関する講
義を受講した A 国立大学の社会科学系学部 1 回生であり、かつすべての講義に受講し
た学生のみに対象を限定した。これは受講態度による回答のゆがみを防止する目的で
あった。彼らに対し、質問紙によるアンケートを実施した。回答のうち欠損値のあった






































３．２ 分析結果  
３．２．１ 各変数の平均値・標準偏差・度数・α 係数及び相関係数  
 本研究で中核となる 3 変数の有効回答数、平均値、標準偏差、Cronbach の  α 係数は
表 1 の通りである。いずれの尺度とも十分な内的整合性を有すると考えられる。  
 
表１ 各変数の平均・標準偏差・α 係数 
変数名  有効 N 平均値  標準偏差 Cronbach 
 α 
進路選択自己効力感 44 3.351 .458 .881 
進路選択能力 44 3.165 .545 .859 
ソーシャルスキル  44 3.332 .452 .883 
 
 




 1 2 3 4 5 6 7 
1. 進路選択自己効力感 －        
2. 進路選択能力 .855** －       
3. ソーシャルスキル  .514** .317* －      
4. 男性ダミー  .050 .183 .006 －     
5. 自宅外ダミー .296+ .353* .029 -.011 －    
6. 民間企業以外ダミー .069 .082 .133 .083 .137 －   
7. 日本語以外ダミー  -.028 .042 -.084 .160 .192 -.121 －  
** p < .01, * p < .05, + p < .10 
 














説 1 は支持されるといえる。 
 
表 3 進路選択能力の重回帰分析結果  
変数名  Step1  Step2  
切片 2.909 ** 1.700 ** 




























テップ 3 で投入した。その結果が表 4 である。 
まず、ソーシャルスキルが進路選択自己効力感に与える影響を見るため、表 4 のス













れた。よって仮説 4 は支持されるといえる。 
 
表 4 進路選択自己効力感の重回帰分析結果 
変数名  Step1  Step2  Step3  
切片 3.212 ** 1.529 ** .410  
男性ダミー  .062  .058  -.078  
自宅外ダミー .292 + .280 * .020  
民間企業以外ダミー .008  -.048  -.028  
日本語以外ダミー  -.300  -.183  -.099  
ソーシャルスキル   .513 ** .270 ** 
進路選択能力    .658 ** 
R2 .100   .351 ** .808 ** 
ΔR2   .251 ** .457 ** 





























図 2 ソーシャルスキル・進路選択能力・進路選択自己効力感間のパス図  
 
** p < .01, * p < .05 
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An Empirical Study of Social Skill’s Impact on Career Decision Making 
 
Hisashi, Machida4 & Hiroya, Hirakimoto5 
 
Abstract 
The purpose of this study is to investigate the relation between social skill, career 
decision making abilities, and career decision making self-efficacy (CDMSE) using statistical 
analysis.Although prior research discussed whether people can or not decide their own career 
and its factor that promote career decision making, the relation between social skill, career 
decision making abilities and CDMSE is rarely investigated. A questionnaire survey of 44 
undergraduate students of Japanese national university was conducted. We analyzed the relation 
quantitively based on Bandura’s self-efficacy theory. We found that social skill promotes career 
decision making abilities and CDMSE directly and career decision making abilities partially 
mediate between social skill and CDMSE. Finally, we discussed theoretical and practical 
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